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福音書からのメッセージ 

律法はモーセを通して与えられたが、恵み

と真理はイエス・キリストを通して現れた

からである。 

  （ヨハネによる福音書1章17節） 

 

「初めに言(ことば)があった。言は神と

共にあった。言は神であった」から始まる

このヨハネ福音書の冒頭ですが、何回読ん

でも何のことかよくわからないという方

も、正直多いのではないかと思います。「こ

とば」とは何でしょうか。聖書では、「言」

という一文字を使って「ことば」と読ませ

ています。通常あまり用いない読み方です。

この単語はもともと「ロゴス」というギリ

シア語ですが、どのような日本語にするか、

大変苦労したようです。 

1837 年に聖書を日本語に翻訳したギョ

ツラフという人は、この「ロゴス」を「賢

い者」と訳しました。さらに「言霊」や「道」、

「み言葉」などなど、様々な翻訳が登場し

ていきます。 

さて、「ことば」に関して、もう一つわ

たしたちが心に留めておかないといけな

い箇所があります。それは創世記の最初の

部分です。神さまはこの世界の始まりに、

「光あれ」と言われたとあります。つまり

「ことば」によって、天地創造は開始され

たのです。ある人はこの「ことば」とは、

神さまの思いなのだと言いました。 

つまりこういうことです。神さまの思い

は天地創造のとき以来、世にありました。

しかし世は神さまの思いによって完成し

たにもかかわらず、世は神さまの思いを認

めなかったのです。神さまの思いは自分の

民のところに届けられていったのですが、

民は受け入れなかったのです。 

これがわたしたちの現実なのです。わた

したちは神さまの思いに背を向けて生き

てはいないでしょうか。神さまはモーセを

通して律法

を与えられ

ました。そ

こには神さ

まの思いが

ありました。

その律法を

守って、自

分の前に清い者であってほしい、そのよう

に神さまは思っていたことでしょう。しか

し結果的に、人間は律法を守ることはでき

ませんでした。形式的には守っていると思

っていたかもしれません。でも神さまを愛

し、隣人を自分のように愛すること、それ

ができないのです。 

それどころか、この人は隣人ではないと

排除したり、周りの人が苦しんでいたり悲

しんでいたりする姿から目を背けてしま

う。自分を大事にし、他の人のことはどう

でもいい。それがわたしたちの姿なのでは

ないでしょうか。 

しかし神さまのみ心は、わたしたちが誰

一人として滅びることなく、生きること、

神さまのみ前に生きる者となるというこ

とです。わたしたちがどんなによごれてい

ても、思いや言葉やおこないによってよく

ないことばかりしていても、受け入れる。

それが神さまの思いなのです。 

ことばは肉となって、わたしたちの間に

宿られた。神さまはそのために、わたした

ちの間にイエス様を与えてくださいまし

た。 
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